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都市再生整備計画　フォローアップ報告書

取手駅周辺地区

平成２９年８月

茨城県取手市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり ●
実施
平成28年10月
～12月

見込み なし
公表
平成29年2月

確定 ● あり
実施
平成28年10月
～12月

見込み なし ●
公表
平成29年2月

確定 ● あり
実施
平成28年10月
～12月

見込み なし ●
公表
平成29年2月

※全ての指標について記入

事後評価
確定値が評価値と比較して大きな差異がある

場合や改善が見られない場合等

見込み・確定
の別

1年以内の
達成見込み

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

指　標 従前値 目標値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成度
総合所見

指標１
駅東西市街地の往来
者数

人 6,904 7,421 7,522 ○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

平成27年10月1日に開館した取手
ウェルネスプラザ及び取手ウェルネ
スパークに訪れる利用者も多く，ま
た，平成25年度末に供用開始した歩
行者デッキ，自転車駐車場の利用者
も多く，駅周辺地区を訪れる市民な
どの来街者が増加したことにより，数
値目標の達成が図られた。

指標２ 駅前の魅力度 ％ 8.9 20 18 △ 23.1 ○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価時に目標達成には至らな
かったが，各種施設整備後，年数が
経過し，市民認知度が向上し，都市
再生整備計画において整備した各施
設の効果が表れ，駅前の魅力度は
従前値8.9%から確定値23.1%となり，
目標値を上回ることができた。

指標３
駅周辺のバリアフリー
化評価度

％ 23.3 30 19.7 × 31.2 ○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価時に目標達成には至らな
かったが，歩行者デッキ整備後，年
数が経過し，取手駅西口ペデストリ
アンデッキから都市計画道路3・4・8
号までの歩行環境のバリアフリー化
について，市民認知度が向上したこ
とにより，従前値23.3%から確定値
31.2%となり，目標値を上回ることがで
きた。

指標４
駅前の駐輪場の利便
性の満足度

％ 12.2 20 16.7 △ 26.4 ○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価時に目標達成には至らな
かったが，自転車駐車場整備後，年
数が経過し，歩行者デッキと接続さ
れ取手駅までのアクセス向上が図ら
れた事について，市民認知度が向上
したことにより，従前値12.2%から確定
値26.4%となり，目標値を上回ること
ができた。



様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

※全ての指標について記入

事後評価
確定値が評価値と比較して大きな差異がある

場合や改善が見られない場合等

見込み・確定の別
1年以内の
達成見込み

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

指　標 従前値 目標値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成度
総合所見

その他の
数値指標１

歩行者デッキ整備効
果における歩行者交
通量

人 2,414 3,639
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

平成25年度末に完成した歩行者デッ
キにより，取手駅西口ペデストリアン
デッキから都市計画道路3・4・8号ま
で歩行環境のバリアフリー化や歩車
分離が図られ安全な歩行環境が創
出され，都市計画道路3・4・37号及び
歩行者デッキの歩行者による断面交
通量が増加した。
また，取手ウェルネスプラザ及び取
手ウェルネスパークが整備さらたこと
から，利用者による交通量増加も図
られた。

その他の
数値指標２

自転車駐車場整備効
果における放置自転
車撤去台数

台 626 79
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

平成25年度末に完成した自転車駐
車場は，駅直近の場所に整備され，
取手駅西口ペデストリアンデッキから
延伸した歩行者デッキと接続したこと
により駅までのアクセスが向上し，自
転車で訪れる市民の利便性が向上し
た。
また，自転車駐車場は機械式と自走
式が併設され，機械式においては，
収納時間の短縮や盗難防止が図ら
れたことから，取手駅周辺地区の放
置自転車の台数が減り，歩行環境の
改善も図られた。



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

実施した具体的な内容 実施した結果 今後の課題　その他特記事項

中心市街地の求心力の向上 取手ウェルネスプラザ及び取手ウェルネスパークにおいて，魅力
的なイベント開催を継続的に実施した。

取手ウェルネスプラザは開館後，１年間で20万人以
上の来館者数があり，中心市街地の求心力の向上
に大きく寄与した。

引き続き，取手ウェルネスプラザ及び取手ウェルネスパークにおい
て，魅力的なイベント開催を実施する。

中心市街地の求心力の向上 取手駅西口直近にある街区について，関係権利者と取手駅前に
相応しい魅力ある土地利用方針について，検討を進めている。

魅力ある土地利用を図るために，地権者主体による
検討会が組織された。

取手駅西口直近にある街区及び取手駅西口交通広場などの都市
基盤整備を進め，魅力ある土地利用の推進を図る。

駅周辺東西市街地を結ぶ歩行回遊環境の整備 東西市街地を結ぶバリアフリールート整備の検討を進めている。 引き続き，東西市街地を結ぶバリアフリールートの整備に向けて検
討を行う。

事後評価シート　添付様式5－③から転記

追加が考えられる今後のまちづくり方策 具体的内容 実施時期 実施にあたっての課題　その他特記事項

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するため
の改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策



だ い か い へ ん こ う

都市再生整備計画（第３回変更）
と り で え き し ゅ う へ ん ち く

取手駅周辺地区

い ば ら き け ん と り で し

茨城県　取手市

平成２７年８月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 約12.0 ha

平成 24 年度　～ 平成 27 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 H22 H27

％ H22 H27

％ H22 H27

％ H22 H27

都道府県名 茨城県
と り で し

取手市
と り で え き し ゅ う へ ん ち く

取手駅周辺地区

計画期間 交付期間 27

「－市民の健康を増進し、活力を創出する中心市街地－　ウェルネス・タウン取手の創造」
　　・まち全体の健康・医療・福祉施策と連携し、そのハブ機能となる中心市街地の形成を図ることにより、交流人口の拡大を図る。
　　・公共歩行空間のユニバーサルデザイン化を推進し、歩行者回遊機能の向上を図る。
　　・各種交通機関の交通結節機能を向上させ、利便性向上を図る。

【現況】
　取手駅周辺地区は、従来から鉄道網や道路交通網が結節する茨城県南地域の交通の要衝としての役割を担い、そうした背景により、商業施設や公益施設が集積され、市民及び近隣市町村住民の生活拠点として、また、通勤・通学のための交通拠点
としての役割を担ってきた地域である。しかし、近年の社会経済状況や、つくばエクスプレスの開通による交通機能の分散、さらに商業機能の郊外分散等により、取手駅周辺地区の中心市街地としての役割に大きな変化が表れつつある状況となってい
る。
　また、取手駅周辺地区は、起伏が激しく、土地利用に関して高低差による地形上の制約要因が存し、さらには、鉄道により駅の東西口が分断されており、東西口の一体的な土地利用や歩行回遊に支障が生じている状況である。
　しかしながら、取手駅周辺地区は、交通利便性や都市機能、そして、市民文化が集積された地域であることから、今後も当市の顔となるべきエリアであり、市民生活の拠り所として都市間交流の拠点としての役割を担っていくべき地域である。そのため、
社会構造等の状況変化に対応した持続可能な中心市街地をどのように再構築していくべきかが、現在の大きな検討課題となっている。
　そこで、今後の取手駅周辺地区のまちづくりの方針を定めるため、平成２３年７月に「取手駅北土地利用構想」を策定し、まちづくりの目標を「－市民の健康を増進し、活力を創出する中心市街地－　ウェルネス・タウン取手の創造」とし、健康・医療・福祉
機能の充実に主眼を置くまちづくり施策を展開していく方針とした。

【まちづくりの経緯】
■取手駅周辺地区において実施した都市基盤整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■取手駅北土地利用構想策定の経緯
　・取手駅西口第一種市街地再開発事業　　　面積：約1.2ha（S60年度完了）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　・まちづくり企画提案公募実施（H21年9月～H22年3月）→応募作品31点
　・取手駅東口土地区画整理事業　　　           面積：約5.6ha（H13年度完了）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・パブリックコメント実施（H23年6月）
　・取手駅北土地区画整理事業　　　　　　　　 　面積：約6.5ha（H5年度～H25年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　  　・取手駅北土地利用構想策定委員会を設置し、4回の委員会実施

・取手駅周辺地区は、従来、市内のみならず、近隣市町村をも商圏に含む商業エリアであったが、大型商業施設の撤退により、商業エリアとしての求心力が低下している。そのため、交流人口拡大のための新たな施策の展開が求められている。
・取手駅周辺地区は起伏が激しく、高低差が存する地域であり、また、鉄道により駅東西口の市街地が分断されていることにより、駅周辺地区における円滑な歩行回遊に支障が生じている。そのため、東西市街地を一体的に回遊出来るバリアフリー化さ
れた歩行回遊環境の整備が求められている。
・鉄道利用者及び来街者等の中心市街地への自転車によるアクセス向上を図るなど、取手駅周辺地区の交通結節機能の向上を図る必要がある。そのため、駅周辺に新たな自転車駐車場の整備が求められている。

【第五次取手市総合計画(H18年度)】
・商業・芸術・文化機能の充実をはじめ、市民や都市間の交流・交通機能の充実により活性化を図る。
【取手市国土利用計画(H22年度)】
・健康・福祉・医療機能など、少子高齢社会への対応を考慮した都市機能の充実・誘導を図る。　　・歩道や交通安全施設の整備による歩行空間の安全性を図る。
【取手市都市計画マスタープラン(H22年度)】
・健康・福祉・医療をはじめ、商業・業務・芸術文化・行政などの各種都市機能の集積を図る。　　・バリアフリー化された歩行空間を確保し、取手駅東西市街地の回遊環境の向上を図る。　　・駐車場、駐輪場の整備を進め、取手駅周辺の道路環境の改善
を図る。
【取手駅北土地利用構想(H23年度)】
■まちづくりの基本方針　　　・まち全体の健康・医療・福祉施策と連携し、そのハブ機能となる中心市街地の形成　　　・運動（リハビリ）のできるまちづくり　　　・芸術と調和するまちづくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ユニバーサルデザインによる多世代の人々が交流するまちづくり　　　・ウェルネス・タウンを支える商業・業務機能が集積するまちづくり　　　・環境を優先させるまちづくり

駅東西市街地の往来者数 取手駅東口広場と取手駅西口広場の往来者数（12h）
魅力ある中心市街地を形成することにより、来街者数を増やし、また、駅
東西口の回遊環境を向上させることにより、往来者数を増やす。 6,904人 7,421

駅前の魅力度
市民アンケート調査による取手駅西口地区の「まちの顔」としての
魅力度

駅周辺地区の求心力維持を図り、持続可能な中心市街地を形成し、駅前
の魅力度向上を目指す。 8.9% 20%

駅周辺のバリアフリー化評価度
市民アンケート調査による取手駅西口地区の「バリアフリー化」の
評価度

駅周辺地区の各種施設を結ぶバリアフリー経路を整備し、駅周辺の「バリ
アフリー化」評価度を向上させる。 23.3% 30%

駅前の駐輪場の利便性の満足度
市民アンケート調査による取手駅西口地区の駐輪場の利便性の
満足度

駅周辺の放置自転車を減らし、安心安全な歩行空間を確保する。また、各
種地交通手段のスムーズな乗換えを確保することにより利便性の高い中
心市街地を創出する。

12.2% 20%

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
まち全体の健康・医療・福祉施策と連携し、そのハブ機能となる中心市街地の形成を図ることにより、交流人口の拡大を図る。
　　・子供の健康や育児に係る相談等に応じる公民各種のサービス機能の整備
　　・高齢者の在宅療養を支援する地域包括支援機能の整備
　　・多世代の人々が交流可能な、地域の交流拠点となる多目的ホールの整備
　　・市民共有の空間となり、憩い、集い、活動するための公園の整備

（仮称）ウェルネスプラザ整備事業（基幹事業・提案事業）
多目的広場公園整備事業（基幹事業）

公共歩行空間のユニバーサルデザイン化を推進し、歩行者回遊機能の向上を図る。
　　・高低差の激しい地形における移動に伴う負担を軽減し、移動を容易にする歩行回遊機能の整備

歩行者デッキ整備事業（基幹事業）

各種交通機関の交通結節機能を向上させ、利便性向上を図る。
　　・鉄道利用者及び来街者等の中心市街地への自転車によるアクセス向上

自転車駐車場整備事業（基幹事業）

■取手駅北土地区画整理事業について
　　取手駅周辺地区内の取手駅西口地区においては、現在、取手駅北土地区画整理事業が施行中である。
　　　・施行者：取手市
　　　・事業施行期間：平成５年度～平成３４年度
　　　・施行面積：約６．５ｈａ
　　　・都市計画決定：平成４年７月１８日
　　　・事業計画認可：平成５年８月２０日

■取手市移動円滑化基本構想について
　　取手駅周辺地区は、「取手市移動円滑化（バリアフリー）基本構想」において、重点的にバリアフリー化を進めるエリアとして「重点整備地区」に指定している。
　　　・策定：平成１４年度
　　　・重点整備地区の面積：約１０５ｈａ

■取手駅北地区まちづくり協議会について
　　会員相互の理解のもとに、魅力ある中心市街地のまちづくりを進めるため、取手駅北地区まちづくり協議会を設置している。
　　　・会員：取手駅北土地区画整理事業施行地区内の土地所有者、借地権者、借家権者
　　　・設立：昭和６３年度
　　　・会員数：１４１名（平成２３年１０月１日現在）
　　　・主な活動内容：先進地視察研修（年１回）、まちづくりニュース発行（年４回程度）等



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

取手市 直 873台 H24 H25 H24 H25 639 639 639 639

取手市 直 A=1,800㎡ H24 H26 H24 H26 110 110 110 110

取手市 直 L=118m，W=4m H24 H25 H24 H25 490 490 490 490

高質空間形成施設

取手市 直 延床A=2,958㎡ H24 H27 H24 H27 1,043 1,043 1,043 1043

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,282 2,282 2,282 2,282 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

取手市 直 延床A=2,958㎡ H24 H27 H24 H27 1,042 1,042 1,042 1,042

合計 1,042 1,042 1,042 1,042 …B
合計(A+B) 3,324

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

取手市 国土交通省 A=6.5ha ○ H5 H34 17,669

合計 17,669

交付対象事業費 3,324 交付限度額 1,268 国費率 0.381

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

自転車駐車場整備事業

多目的広場公園整備事業

歩行者デッキ整備事業

高次都市施設 ウェルネスプラザ整備事業

0

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

ウェルネスプラザ整備事業

0

（いずれかに○） 事業期間

取手駅北土地区画整理事業 取手駅西口地区

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域生活基盤施設

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費



都市再生整備計画の区域

　取手駅周辺地区（茨城県取手市） 面積 約12.0 ha 区域 中央町、新町一丁目、新町二丁目、白山一丁目、井野一丁目の各一部

【図面作成上の留意点】

・下図は都市計画総括図を使用すること。未都

計の場合は、適宜下図を作成すること。

・Ａ４横長であれば、縮尺は自由。ただし、必ず

スケールバー・方位を記入すること。

・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りとし、

地区名、区域面積を記入すること。

・地区の相対的な位置関係が明確になるように、

国道、高速道路、IC、鉄道、鉄道駅、ランドマー

クとなるような施設（市役所、文化会館等）につ

いては、必ず図示すること。

【記入要領】

・「区域」欄は、計画区域の主な所在地を記入すること。

　　　例）○○町○丁目、○丁目、○○町○丁目の全部と○○町○丁目、○○町○丁目の一部


